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クリミア・コンゴ出血熱ウイルスに有効な候補化合物

◼ 出血熱は臨床的にも社会的にも大きなインパクトを与え、その対応
に有効な治療薬の開発は喫緊の課題ですが、クリミア・コンゴ出血
熱に対する承認された治療薬はありません。

◼ 新たな治療薬、あるいはWHOが推奨する抗ウイルス療法を改善す
る手法の開発は臨床的も社会的にも強く求められます。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼ 研究の独自性・優位性：他疾患への承認薬の中から、ナイロウイルス
（クリミア・コンゴ出血熱ウイルスなど）に対する治療薬候補を見出
しました。承認薬はすでに安全性プロファイルが既知であるため、新
たな抗ウイルス療法を早期に確立できると期待されます。

◼ モダリティ：低分子化合物（承認薬）

◼ 開発段階：細胞および動物のサロゲートウイルス感染実験で評価済

◼ 対象病原体：ナイロウイルス（クリミア・コンゴ出血熱ウイルス等）

◼ 特徴：これまで別疾患に用いられてきた承認薬を用います。その抗ウ
イルス療法への有用性を証明するとともに、その化合物の標的分子に
さらに強く作用する別の阻害剤も新規薬として開発可能です。

◼ 研究者名 渡士 幸一 部長

◼ 担当者 森田 武志 研究員

◼ 所属 国立感染症研究所 治療薬開発研究部

◼ 共同研究相手 なし

◼ 得られた承認薬の治療有効性をさらに検証

◼ 持つ新規阻害薬も開発。さらなる開発加速のため、連携企業を募集。
連絡に応じて、詳細情報の共有可能

◼背景・解決したい課題

【治療薬】：重点感染症/クリミア・コンゴ出血熱ウイルス

◼研究概要図
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